
校長 鈴木 学 平成２５年１２月２４日

親子読書の感想をお願いして３回目に
なりますが、今年も素敵な感想をたくさ
んお寄せいただきました。お忙しい中、
本当にありがとうございました。
過去２回と比べ、今回は、「親子（家族）

で図書館（本屋さん）に行きました。」と
いう記述がたくさん見られました。また、
お父さんが登場するご家庭が増えたこと
も今回の特徴で、親子読書の益々の浸透、
深まりを感じることができました。
いただいた感想の一部を紹介します。

○寝る前の僅かな時間ですが、一緒に読みまし
た。子供も私の声を聞くと安心して寝ること
ができたようで、一石二鳥でした。

○今回夕食後にテレビを消して家族で読書に取
り組みました。静かな時間の中でゆったりと
した時間を過ごせたと思います。

○夏に一緒に見た映画の本を親子で読みました。
映画では分からなかった意味が理解できたと
ころがありました。

○静かな部屋で本を読むことはとてもいいね！
と、子供たちも本を読む楽しさ、大切さを改
めて感じたようでした。

○父親が選んだ本をとても喜び、自ら読んでい
ました。本に興味を示す姿を見て、父親も満
足し、読み聞かせを楽しそうにしていました。

○子供が借りる本が偏っているので、親が子
供の頃に夢中になって読んだ本を借りてき
ました。一緒に感想を言いながら楽しめま
した。

○テレビの音が聞こえない静かな時間を読書
で過ごすのは、とてもいいと思いました。

○「夜ご飯の前に１０分間」と時間を決めて、
いろいろな本を読み感想を話し合いました。

○読書が生活の中で定着してきました。
○１年ごとに感想が深いものになり、子供の
成長を感じます。

○ 一人で読むときより楽しかったと言っ
ていました。

○寝る前の時間を読書の時間にしました。私
が疲れて眠くて読めないときは、子供が読
んで聞かせてくれました。

○子供たちが幼い頃好きだった絵本を読
み返すよい機会になり、小さい頃の思
い出話を楽しみました。

○父子で同じ名作を読み、テレビやゲーム
以外にも共通の話題ができて、とてもよ
い時間を過ごしました。

○同じ所で同じ感想をもつことがあり、や
っぱり親子だなと思いました。

○平日１０分、土日１５分を目標に親子読
書を続けています。

○親子で読書をする時間を作り出すのは大
変ですが、「やらねば」ということで、１
冊の本を二人で交互に読んでみました。

○本当に見たい番組以外はテレビを消しまし
た。子どもが本を読んでいる間は、親も読
むようにして静かな時間を過ごしました。

昨年の親子読書の感想に、「もっと読み聞
かせが上手になりたい。」「ボランティアさん
が、どのように読み聞かせをされているのか
知りたい。」といったものがありました。こ
のような声に応えて、２月にPTA主催の「読
み聞かせサロン」が開かれました。そのとき
参加された方などが誘い合って、この度「読
み聞かせボランティア」としてデビューされ
ました。
デビューの舞台は、教育相談が行われて

いる時間の図書室です。
先生と面談している児
童以外は、長めの休み
時間になりますので、
この時間を利用して、
図書室で読み聞かせを
していただきました。
以下は、保護者ボラ

ンティアさんの感想です。
○Ａさん・・２年生が７・８人で囲んでくれ
て、集中して聴いてくれました。驚いた
り、ドキドキしたりの感情がとても豊か
でした。主人公の気持ちについて意見を
言ったり、他の本についての話をしたり
できました。笑顔がかわいかったです。

○Ｂさん・・動物の表情についての本でし
たが、「ぼくはこの顔が好き」「こっちの
顔の方がかわいい」など、一方的でなく、
話し合いながらの読み聞かせができるの
も、少人数のよさだと思いました。ペー
ジをめくるのを楽しみに待つ子どもの表
情が、素直で愛らしく思えました。

○Ｃさん・・読み聞かせが終わると、２年生
が、「ありがとうございました」と挨拶して
くれました。その礼儀正しさにとても感激し、
『読み聞かせに来てよかった』と思いました。
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寒い季節になり、休み時間には縄跳び
であそぶ子が増えてきましたが、まだま
だ鉄棒を練習する子も結構います。
私が鉄棒の所に行くと、１年生が、体

育の授業でやっている「腕立て跳び上が
り（鉄棒を掴んでジャンプしてのる（技？）」
や「足抜き回り（前・後ろ）」などを、次
々に披露してくれました。
「校長先生、見て、見て！」というご要
望に応えるのが大変です。逆上がりがで
きる子はまだ少ないので、できる子は特
に得意満面です。
「手にまめができちゃった。
汗と手のまめは、がんばっ
た勲章ですよね。」などと、
１年生とは思えない言葉を口
にする子もいます。
そんな中、Ａ君が「腕立て跳び上がり」

を私に見せようとがんばりましたが、残
念ながら上がることはできませんでした。
理由は簡単、鉄棒が少し高かったのです。
「悔しい！、こっちならできるから見て
て。」と言って、彼は鉄棒を変えることに
しました。その確信をもった言葉に、私
は、当然低い鉄棒に行くのだろうと思い
ましたが、何と彼が選んだのは、１つ横
の同じ高さの鉄棒でした。結果は、やは
り失敗。小さなチャレンジャーは、先ほど
以上に悔しがりました。
１年生らしい判断と悔しがるかわいい仕

草に、思わず笑ってしまいましたが、しば
らくして「なぜ、彼は同じ高さの鉄棒を選
んだのか？」という難しい命題が私を悩ま
せました。（そんな大げさなものではありませんが）

そして、いろいろ考えた末に、それは
彼のプライドによるものだという結論
に達しました。よく考えると「腕立て
跳び上がり」 は、高い鉄棒でできてこ
そ意味があります。ジャンプする必要が
ないような低い鉄棒でできても自慢には
なりません。そのことが分かっていたの
で、彼は同じ高さの鉄棒にあえて再挑戦
したのではないでしょうか。
子どもの気持ち（プライド）を大人の

視点から理解することの難しさ、そして
大切さを改めて感じました。

運動以外のいろいろな場面でも「先生、
見て！見て！！」という子どもたちの声
であふれる学校であって欲しい、そんな
ことも思いました。

感染性胃腸炎の影響で、５・６年生が登校
しなかった日、４年生がとてもがんばってい
ました。
まず、登校班の先頭を少し緊張気味に歩く

姿が多く見られました。班長としての責
任を感じていたようです。
学校に着くと、ランドセルを体育館の

入り口に置き、リサイクルの手伝いをし
てくれる子や高学年の先生と一緒に、慣
れない箒を使って一生懸命落ち葉を掃く子
の姿がありました。そして、他の４年生が
登校して来る度に、「一緒にやろう！」と
クラスに関係なく声をかけます。その結
果、どんどんボランティアの人数が増え
ていきました。
「ありがとう。」

「えらいね。」と、
たくさんの先生に
声 を か け て も ら
い、どの子も本当
に よ い 表 情 を し
ていました。
普段の５・６年生の行動をよく見てい

て、『今日は、４年生が頑張らなくては』
と、自分たちで考えた行動がとれたこと
に心より感心しました。もう立派な高学
年です。

親子読書の感想の中に、「親子で違う
感想をもって、それを話し合うのがおも
しろかった」や「同じところで同じ感想
をもったので、やはり親子だなと思った」
といったものなどがあり、楽しく読ませ
ていただきました。
冬休みは他の長期休業に比べ、親子一

緒の時間がぐんと多くなります。ぜひ、
家族での楽しい時間をお過ごしくださ
い。そして、その中に親子読書の時間も
少し入れていただけると嬉しいです。
でも、自分でできることは、甘やか

さずに自分でやらせてください。例え
ば 、 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご 飯 も 、『 寝 る
と き は 自 分 で ベ ッ ド メ イ キ ン グ を す
る、朝は自分で起きる、朝ご飯の食器
の用意、片付けは自分でやる』など、
一歩進んだ形にしてみてはいかがでし
ょうか。※よいお年をお迎えください。

４ 年 生 の 朝 の 活 躍


